
白鳳小

てい

どうだん亭

どうだん亭
てい ぎふけん

どうだん亭は、岐阜県の
さかしもむら ひ だ し

坂下村(今の飛騨市)にあっ
がっしょうづく いえ いちく

た合掌造りの家を移築して
た なお もともと

建て直したものです。元々

の合掌造りの家は
じだい ねん た

時代(1723年)に建てられ
げんざい

たもので、現在のどうだん
てい とうじ ざいりょう つか

亭も当時の材料が使われて
ご しょうわ

います。その後、昭和42
ねん はな ていえん

年には離れと庭園がつくら
れました。

へいせい きふ

平成９年に市に寄付され
ると、庭のドウダンツツジ
にちなんで、「どうだん
亭」と名づけられました。

とうろくゆうけい

平成20年には国の登録有形
ぶんか ざい

文化財になっています。

⑥

外側の太い輪かく線が

残るように切りぬく。
のこ

そとがわ りん せん

他の地図と合わせる

ときは、外側の輪かく線が

重なるように合わせる。

ほか ち ず あ

そとがわ りん せん

かさ あ

マップ⑤

※地図の縮尺は正確ではありません。


